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鶴巻　明梨
渋谷教育学園渋谷高等学校２年

　「模擬国連をすることは世界平和につながるの
か？」これは全米派遣前に私が自分に課した一
つの問いです。派遣一か月前、OB,OG の先輩方
と 11 期で英語のグループディスカッションをす
る機会がありました。一つのテーマが “What is 
one thing we can do for peace?”。私の尊敬する
先輩が “DO MUN!” と言いました。でも私は先輩
のその回答には納得できませんでした。たかが
高校模擬国連をするだけで世界平和に繋がるわ
けがないからです。この先輩は去年の派遣でそ
う思ったに違いない、私もそう思えるだろうか、
と自分にこの問いを課しました。派遣を終えた
私なりの結論は「繋がらない」でした。正確に
言えば、「模擬国連に参加するだけでは繋がらな
い。」です。所詮高校模擬国連は国際法も学んで
いない高校生のアイデア力、話す力勝負なとこ
ろがあります。参加することに満足してはいけ
ない競技だと思います。では高校模擬国連に意
味はないのか。これには私は自信をもって「ある」
と答えます。私が模擬国連を通して伸ばすこと
ができたもの、そして私なりの高校模擬国連の
存在意義について、NY 派遣の経験を絡めながら
皆さんにお伝えできたらと思います。
　まず私個人が模擬国連で伸ばすことができた
ものは大きく３つです。精神力、自己分析力そ
して行動力です。持久系スポーツではないのだ
から精神力が鍛えられるわけがないと思われる
かもしれません。私は、模擬国連は持久系スポー
ツだと思います。議題を理解したと思ったら違っ
ているなんてことは多々あります。私達が参加し
た死刑制度の議論においては最初の一か月以上、

「どのように死刑存置国を減らすか」を考えてい
ました。実際リサーチと議題解説書の読み込み
をやり直したら「どのように執行数を減らすか」
でした。準備段階でも何度も心が折れるという

のに、会議本番ではもっと折れます。国際大会
では、初日はグループのスポンサー（成果文書
の提出国）としてそこそこ上手く終わり、でも
このままリーダー国に流されていては埋もれて
しまう、芯をもって行動しようと迎えた二日目。
コンバイン（他のグループとの意見統合）を推
したものの結局反対派の意見を動かすことがで
きず、コンバインしないことに。コンバインの
代わりにシグナトリー（成果文書の署名国）集
め交渉が始まるも上手く存在感を発揮すること
ができず、何度も帰りたいと思いました。でも
帰るわけにはいかないし、Unmoderated Caucus

（非着席討議：アンモデ）が始まれば席で座って
いるわけにもいかない。もう霧散しそうな精神
力をかき集めて席から動いて、条文への質問に
答えたり、シグナトリー交渉をしに来る他グルー
プの大使の話を聞いたりしていました。今は議
論を共有したりコンバインを進めようとしたり
する姿勢が評価されたのだろうかと考えていま
すが、“The honorable mention award goes to… 
Cape Verde.” と呼ばれたときは喜びよりも理解で
きないという気持ちの方が強かったです。準備
期間で半年、一つの議題に向き合い続け、会議
中の二日間は頭も足もフル回転で乗り切ろうと
する中で確実に精神力を鍛えられたと思います。
　二つ目は自己分析力です。模擬国連には様々
な大使がいます。大使が多い議場になるほど、
自己分析を通して自分の強みを最大化して差別
化することが必要になります。例えば国際大会
においては英語力の壁は弱みとして確実でした。
英語力自体はオンライン英会話でなるべく伸ば
すとして、さらに英語力以外でグループを纏め
る大使となるための材料を考えました。そして
ペアと「議論の可視化ができる大使」であろう
と心がけました。具体的にはホワイトボートや
スケッチブックを使って議論を整理したり、人
数が多い時はポストイットを使って観点を落と
さないように心がけたりしました。アメリカ人
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をはじめとする参加者が論点の順序を気にせず
思ったことをどんどん出していくタイプのテン
ポの速い議論だったこともあり、本番で活かす
ことができました。
　最後に、行動力です。特に「今まで躊躇して
いたことを行動に移す力」です。国際大会で
は、「議長をはじめとするフロントとのコミュ
ニケーション」を意識しました。国際大会は全
日本大会と比べあまりにも不確定要素が多いで
す。Working Paper（作業文書：WP）や Draft 
Resolution（成果文書案：DR）の提出時間は事
前に決まっていない、どの先輩方、先生方にお
話を伺っても、結論は「議長による」に達して
しまう。数えだしたらキリがありません。わか
らない議事進行をそのままにせずにモーション
を出して質問してみることを意識しました。幸
いにも議長が教育的模擬国連を重視する方で
あったため、質問を出しても快く答えて下さり
ました。日本での自分では「そんな初心者に見
られそうなことはしない！」と意地を張ってい
たと思います。しかし、国際大会において自分
が初心者なのは紛れもない事実であり、「やらな
いで後悔よりやって後悔！」と自分に言い聞か
せて行動に移すことができました。今までの会
議から一つだけでも変わることを毎回毎回の課
題にする中で行動力が鍛えられました。
　さて、これらは私個人が模擬国連に鍛えられ
たと感じる力です。ではもっと大きな、高校模
擬国連の存在意義とはなんでしょうか。一つは、
BG、リサーチを通して、国際問題をトピック別
に学ぶことができることだと思います。実際の
社会では複雑に絡まりあっている国際問題を、
意図的に部分抽出して整理できる機会はとても
貴重です。そしてそれ以上に、私は「高校生が
国際問題を議論できるプラットフォームである
こと」自体に存在意義を見出しています。もち
ろん国際法を反映した内容でなかったり、毎度
毎度、教育や資金援助が解決案として提案され

たりします。それでも、調子に乗っているよね
とか結局何もわかっていないでしょとか言われ
ることなく、参加している間だけは国の代表に
なりきって一人前に議論する機会があること自
体が意義だと私は考えています。最初の私の答
えに戻りましょう。「模擬国連に参加すること
自体は平和に繋がらない。」“we’re marine vets, 
your kindness counts.” 初日の表敬訪問に向かう
道のりの中、ホームレス男女組が路上に置いて
いた缶に書かれていました。彼らは気温十度ぐ
らいの NY でお互いを温めあうように座っていま
した。ホテル内の大きな会議室で、アメリカ人
が提案した Creation of the African Union Fund 
for reforming judicial system をいいねいいねと
流しながら、何かもう全てを諦めているような
表情で道路を見つめているホームレスとは目が
合わないように無視している自分がいました。
模擬国連に参加するのはとても刺激的なことで
す。しかし、その一方でそれに満足してはいけ
ないと NY 派遣を通して強く感じました。俯瞰的
に国際問題を学ぶ中で増やした引き出し、そし
て議論と現実の差に感じたもやもやを基に、実
際に行動に起こした時、高校模擬国連活動は平
和に繋がると言えると思います。そして派遣生
としてそういう人でありたいと思います。
　最後に、この活動を支えてくださった全ての
方に深く御礼申し上げます。辛いことも何度も
ペアと共有しましたがそれを乗り越えることが
できたのは皆様のおかげです。本当にありがと
うございました。
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一杯でした。そして、提出直前に各グループの中
枢が集まって、「じゃあここ、とここと、ここね」
と一瞬で決まったスポンサー（成果文書の提出国）
枠の中にカーボヴェルデの名前はありませんでし
た。 
　その瞬間に僕の思考は止まってしまい、席に
戻ってからは涙を堪えるのが精一杯でした。そし
て昼休みには、今までサポートしてくださった大
学生の方々の前で涙を流しました。受賞にはスポ
ンサーになるのが最重要、とのアドバイスを過去
の派遣生の方々から伺っていた僕は、何のために
議場に戻るのかという問いにぶつかりました。そ
こでふと思い出したのは、自分はカーボベルデ共
和国の大使として約 50 万の国民の命を背負って
いる、という当たり前の事実だったのです。模擬
国連における最も基本的な事実が、僕の重い足を
押してくれました。ないがしろにしてきた大使の
責務に向き合い、会議をやり抜くことができた。
これが今のところ、一番自分にとって誇らしいこ
とです。 
　僕は渡米前、国際大会の目標を、「今までの模
擬国連で得た能力を発揮し、自分の人間的成長を
実感する」と決めました。国際大会を終えて、そ
の目的は曲がりなりにも達成できた、と感じてい
ます。今のところ、2 年間の模擬国連活動で得た
成長を僕は 3 つの分野にカテゴライズしていま
す。1 つ目は、コミュニケーション能力です。ど
んな渾身の政策を準備しても、周りの協力がない
と何も進みませんし、対立する立場の国と歩み寄
らなければ決議案は通りません。それも相手の性
格、考えに応じて自分も方法（言葉、スピード、
強弱、姿勢など）を変える必要があります。全日
本大会では丁寧に合意を取りつつ、協調のために
自己主張を抑えて臨みました。一方国際大会では、
主張の激しいアメリカ人の中で埋もれないように
強いトーンで発言し、いかにグループの中で自分
の発言がインパクトを残せるかを意識しました。
時と場合に応じて最適なコミュニケーション姿勢

柳津　聡
灘高等学校 3 年

　渡米のために空港へ向かう電車の中、僕は椅
子に縮こまって不安に苛まれていました。自分
はどこまで会議で通用するのか。「国際大会は今
までの模擬国連ライフの集大成」と言えば聞こ
えはいいが、自分は結局模擬国連を 2 年間続け
て何を得たのか。答えのない疑問が浮かんでは
消えて行きました。国際大会に日本代表として
参加する機会はあまりにも圧倒的で、冷静に向
き合うことができなかったのでしょう。しかし
NY 派遣のおかげで今、模擬国連、そして自分自
身を新たな視点から見つめ直せるようになった
と僕は自信を持って言えます。ここでは会議を
振り返り、自分なりに考えた模擬国連の意義に
ついて書きたいと思います。
　まず会議について。僕達は軍縮を扱う国連総
会第一委員会にて、化学兵器問題を議論しまし
た。会議初日はチャンスに恵まれ、それを掴む
ことができた日です。初動には失敗しましたが、
形成過程の大きなグループにちゃっかり溶け込
み、ホワイトボートを使って議論をまとめまし
た。その後もアメリカ人の弾丸のような早い英
語に圧倒されかけるも、しっかりと自国の政策
であるキャパシティ・ビルディングを売り込み、
白熱した議論を適宜ホワイトボードにまとめる
ことでリーダー格の一人に残ることができまし
た。 
　会議２日目。僕はチャンスを自分で作り出せ
るはずでした。しかし、何もできませんでした。
議長の意向で５つのグループが一度にコンバイ
ン（他のグループとの意見統合）して 60 カ国以
上がごった返しになり、大使があちらこちらで
叫んでいる議場で、「こんな壮絶な光景に少なく
とも高校中はもう見合わせない」と我を忘れ感
じたのを覚えています。大使が雑多に集まって
いる場に行っては、たまに二言三言喋るのが精
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で臨む大切さを模擬国連は教えてくれました。 
　2 点目は、戦略性です。大使として参加してい
る以上、達成しなければいけない国益があります。
単に議論して、言いたいことを言っているだけで
は、国益は最大化できません。次に議場で何が起
こるか、を左右できるのが最も望ましいです。ど
の国とどの段階で交渉し、「今なぜ自分がこの行
動」をとっているのか、という目的意識・大局的
視点を持って行動することを学びました。国際大
会では、僕達は「相手の土俵に踊らされない」を
モットーに臨みました。同じ英語力で議論できな
いのはしょうがない。発言するのが目的ではなく、
グループを運営して決議案作成を主導するのが目
的。では、英語力以外でどう優位に立って、グルー
プの運営に携わるか。この精神が、1 日目の成功
に繋がっていました。 
　最後に、責任意識です。模擬国連は、負おうと
思えばいくらでも責任を負わせてくれるフィール
ドだと感じています。もしも国際大会でグループ
リーダーにでもなれば、担当国の国民、ペア、他
のグループメンバー、全日本大会で涙を飲んだ参
加者達、その他お世話になった方々の思いを背
負っていることを意味します。逃げ出したくなる
ような重圧ですが、そのパワーが会議中に自分を
いつもとは違う自分にしてくれます。普段より自
信を持っている様にスピーチしたり、時間管理に
気をつけたり。プレッシャーが、自分が成長する
起爆剤となってくれています。 
　僕にとって模擬国連は多くの学びを得られる機
会でありつつも、それ自体が本当に楽しい活動で
した。「一国の大使になりきって交渉する非日常
的な環境で、自分の一挙手一投足が国際社会を動
かすことができる」という感覚を、僕は楽しんで
いました。会議の準備の度には本番をどう切り抜
けようと悩み、振り返りの度には「なぜこれがで
きなかったのか」と悩みます。しかし、会議中の
高揚感はそんな心労を上回るもので、それが模擬
国連を二年間以上続けてきた原動力でした。そし

てその興奮は国際大会でも感じることができま
した。 自分が涙できるほど没頭できるものを見
つけたことにただただ感謝でいっぱいです。
　「模擬国連なんて机上の空論で、世界を変える
ことはできない」と言う人がいます。僕も NY
派遣まではその一人でした。国際問題を題材に
しているだけで、実態はむしろ交渉力コンテス
トなのではないか、と考えていました。しかし、
日本と全くスタイルの違うアメリカの Model 
United Nations に参加し、両方の高校模擬国連
に共通する意義を追求した際に、一国の大使と
して国際問題を議論することの重要な意味に気
付いたつもりです。
　高校模擬国連の本質は、国際問題の専門家に
なることではありません。その本質は、参加者
にとって国際問題が外国の問題・他人事ではな
く、「自分ごと」になることだと思います。単に
意見を持っているだけでは不十分です。責任あ
る一国の大使として、そのアイデアを決議案に
具現化するために、行動しないといけません。
それは会議戦略をしっかり構築することかもし
れないし、リーダーシップを取ることかもしれ
ないでしょう。シリア内戦から、近場のゴミ問
題まで、全ての社会課題の解決は主体者として
真剣に考えることから始まります。僕にとって
模擬国連は、模擬国連、国際問題を責任ある主
体者として掘り下げさせてくれる場だったと今
回気付かされました。 
　一国の大使として、一人の人間として。「もぎ
こっかー」ならば一度は聞いたことがあるフレー
ズかもしれません。NY 派遣を終えて、このフ
レーズの持つ本当の重みを少しは理解できる様
になった気がします。模擬国連にさよならをい
う時は遅からず来るでしょうが、授かった教訓
を忘れず、主体者として一歩ずつ世界に貢献で
きる人材になるつもりです。最後になりました
が、今回の派遣事業を支えてくださった全ての
方に感謝を申し上げて、僕の報告書を締めたい
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と思います。誠にありがとうございました。


